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体
育
会
強
化
部

東
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
戦
が
４
月
７
日
に
神
宮
球

場
で
開
幕
し
た
。
４
季
ぶ
り

に
１
部
の
舞
台
に
戻
っ
た
専

大
は
第
１
週
で
中
大
に
連

勝
。
勝
ち
点
１
を
挙
げ
、
最

高
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

初
戦
（
９
日
）
の
先
発
を

任
さ
れ
た
大
野
亨
輔
（
商
４

・
星
稜
高
）
は
立
ち
上
が
り

か
ら
相
手
打
線
に
付
け
入
る

隙
を
見
せ
ず
、
０
―
０
の
ま

ま
延
長
に
突
入
。
す
る
と
１２

回
、
無
死
満
塁
か
ら
相
手
の

暴
投
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
１

人
で
投
げ
切
っ
た
大
野
は
完

封
勝
利
し
た
。

続
く
２
戦
目
（
１０
日
）
は

初
回
に
５
番
・
渡
辺
和
哉

（
経
営
４
・
文
星
芸
大
附

高
）
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
先
制

す
る
と
、
２
回
に
は
８
番
・

時
本
亮
（
経
営
４
・
大
垣
日

大
高
）
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
３

番
・
森
山
恵
佑
（
商
３
・
星

稜
高
）
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
ど

で
４
得
点
。
序
盤
で
試
合
を

決
め
、
６
―
１
で
快
勝
し

た
。３

月
に
伊
勢
原
体
育
施
設

の
野
球
場
が
人
工
芝
に
張
り

替
え
ら
れ
、
神
宮
球
場
を
意

識
し
た
練
習
が
行
え
る
環
境

が
整
っ
た
（
８
面
に
関
連
記

事
）
。
ま
た
、
今
季
か
ら
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
一
新
し
、
新

た
な
気
持
ち
で
リ
ー
グ
戦
に

挑
ん
で
い
る
。

（
新
井
健
太
郎
・
文
３
∥
写

真
も
）

東
日
本
水
球
リ
ー
グ
戦
の

優
勝
決
定
プ
レ
ー
オ
フ
（
３

月
２９
日
、
千
葉
国
際
総
合
水

泳
場
）
が
行
わ
れ
、
専
大
は

準
優
勝
と
な
っ
た
。

大
学
、
社
会
人
チ
ー
ム
合

同
の
同
リ
ー
グ
戦
で
、
専
大

は
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
１

部
Ａ
１
リ
ー
グ
に
所
属
。
初

戦
で
全
筑
波
大
を
１５
―
７
と

圧
倒
し
た
が
２
、
３
戦
目
は

社
会
人
チ
ー
ム
に
連
敗
し

た
。
し
か
し
、
３
チ
ー
ム
が

勝
点
で
並
び
、
得
失
点
差
で

専
大
が
２
位
と
な
り
、
決
勝

戦
へ
と
駒
を
進
め
た
。

ブ
ル
ボ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ

ロ
ク
ラ
ブ
柏
崎
と
の
決
勝
は

序
盤
は
均
衡
し
た
戦
い
で
、

第
２
ピ
リ
オ
ド
を
終
え
て
４

―
４
の
同
点
。
し
か
し
第
３

ピ
リ
オ
ド
に
相
手
の
猛
攻
を

浴
び
、
５
―
９
で
最
終
ピ
リ

オ
ド
へ
。
攻
め
る
し
か
な
く

な
っ
た
専
大
は
、
塚
越
太
一

（
経
済
２
・
埼
玉
栄
高
）
の

２
得
点
で
７
―
９
と
詰
め
寄

る
が
反
撃
も
こ
こ
ま
で
。
更

に
１
点
を
加
え
ら
れ
、
７
―

１０
で
試
合
終
了
と
な
っ
た
。

玉
谷
泰
平
主
将
（
商
３
・

金
沢
市
立
工
高
）
は
「
相
手

に
つ
か
ま
れ
た
時
の
フ
ィ
ジ

カ
ル
面
で
差
が
で
た
。
体
力

不
足
だ
っ
た
が
、
全
員
で
攻

め
、
守
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
で
い
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
」
と
新
チ
ー
ム
の
好

調
さ
を
語
っ
た
。

（
木
村
健
人
・
商
２
）

東
京
卓
球
選
手
権
が
３
月

１１
日
か
ら
１５
日
ま
で
、
東
京

体
育
館
で
行
わ
れ
、
男
子
ダ

ブ
ル
ス
で
王
凱
（
商
４
・
新

潟
産
大
附
高
）
・
北
原
大
輝

（
経
済
２
・
専
大
北
上
高
）

ペ
ア
が
準
優
勝
し
た
。

王
・
北
原
ペ
ア
は
危
な
げ

な
く
勝
ち
上
が
り
、
準
々
決

勝
を
３
―
０
、
準
決
勝
を
３

―
１
で
勝
利
し
、
万
全
の
状

態
で
決
勝
に
臨
ん
だ
。

決
勝
は
最
終
セ
ッ
ト
ま
で

も
つ
れ
込
む
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
と
な
っ
た
が
、
セ
ッ
ト
カ

ウ
ン
ト
２
―
３
で
惜
敗
し

た
。
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、

気
迫
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
と
抜

群
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

会
場
を
沸
か
せ
た
。

ま
た
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

で
庄
司
有
貴
（
文
２
・
青
森

山
田
高
）
が
ベ
ス
ト
８
に
入

賞
し
た
。
カ
ッ
ト
で
相
手
を

崩
し
、
威
力
の
あ
る
ス
マ
ッ

シ
ュ
で
得
点
し
て
い
く
ス
タ

イ
ル
で
勝
ち
上
が
っ
た
が
、

「
長
い
ラ
リ
ー
で
も
負
け
な

い
体
力
を
付
け
る
こ
と
が
課

題
」
と
話
し
た
。
５
月
１３
日

か
ら
始
ま
る
春
季
関
東
学
生

リ
ー
グ
戦
は
「
連
覇
を
目
指

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。（

阿
部
理
志
・
文
３
）

４
月
４
日
、
萩
間
大
樹
主

将
（
経
済
４
・
瀬
谷
高
）
の

選
手
宣
誓
で
関
東
大
学
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
し

た
。
４
連
覇
中
の
専
大
に
と

っ
て
、
戦
後
初
と
な
る
５
連

覇
の
偉
業
に
向
け
た
長
い
リ

ー
グ
戦
が
幕
を
開
け
た
。

初
戦
の
相
手
は
昨
季
、
総

理
大
臣
杯
と
イ
ン
カ
レ
の
２

大
会
を
制
し
た
流
経
大
。
リ

ー
グ
王
者
の
専
大
に
と
っ
て

い
き
な
り
の
大
一
番
と
な
っ

た
。試

合
は
前
半
に
先
制
を
許

す
が
、
後
半
に
リ
ー
グ
戦
初

出
場
の
岡
亘
哉
（
経
営
３
・

専
大
附
高
）
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ

で
同
点
に
追
い
つ
く
。
「
ハ

ー
フ
タ
イ
ム
に
監
督
か
ら
活

を
入
れ
ら
れ
、
持
ち
直
す
こ

と
が
で
き
た
」
と
萩
間
主
将

が
話
す
よ
う
に
、
後
半
は
圧

倒
的
に
ボ
ー
ル
を
支
配
し
た

が
、
１
―
１
で
勝
ち
点
を

分
け
合
っ
た
。

源
平
貴
久
監
督
は
「
勝
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
お
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
今
季
は
面
白
い

選
手
が
多
い
の
で
積
極
的
に

起
用
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

（
村
橋
志
柊
・
経
営
３
）

特
別
講
師
招
い
て

新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

３
月
２６
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
体
育
会
強
化
部
の
新

入
生
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。

Ｘ
リ
ー
グ
（
日
本
社
会
人

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
）
の
富
士
通
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ー
ズ
で
活
躍
す
る
鈴

木
將
一
郎
氏
（
平
１４
経
営
）

を
特
別
講
師
と
し
て
招
き
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
鈴
木

氏
は
体
育
会
学
生
な
ら
で
は

の
悩
み
な
ど
を
、
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
と

し
て
、
自
身
の
体
験
を
交
え

て
語
っ
た
。

ま
た
「
今
こ
こ
に
い
ら
れ

る
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
、
感
謝
の

気
持
ち
の
大
切
さ
を
新
入
生

に
伝
え
た
。
講
演
後
に
は
懇

親
会
が
開
か
れ
、
部
を
超
え

た
横
の
つ
な
が
り
を
確
か
め

な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

（
斉
藤
葵
・
商
２
）

【
注
】
３
月
３１
日
ま

で
の
記
事
は
、
選
手
の

学
年
を
旧
学
年
で
表
記

し
て
い
ま
す
。

３
月
１１
日
に
「
専
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
第
１３
号
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。

巻
頭
は
、
昨
年
入
れ
替
え
戦
を
戦
い
抜
い
た
体
育
会
の

「
激
闘
白
書
」
。
サ
ッ
カ
ー
部
の
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
４

連
覇
の
マ
ッ
チ
レ
ポ
ー
ト
や
、
昨
年
の
専
大
体
育
会
の
結

果
が
一
目
で
わ
か
る
「
専
ス
ポ
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
２
０
１

４
」
な
ど
、
数
多
く
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
ラ

ッ
ク
で
ど
な
た

で
も
お
手
に
取

る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
一
読
く
だ
さ

い
。

専
修
大
学
体
育
会
本
部
情
宣
局
「
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集

部
」
は
「
体
育
会
の
一
番
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
２
、
３
年
次
生
合
わ
せ
て
２３
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
は
各
部
を
取
材
し
、
毎
月
発
行
さ
れ
る

「
専
大
ス
ポ
ー
ツ
」
紙
面
や
Ｗ
ｅ
ｂ
記
事
の
作
成
、
年
に

２
度
発
行
し
て
い
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
専
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
」
の
製
作
で
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
る
」
「
ラ
イ
タ
ー
を
目
指
し

た
い
」
「
普
段
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
学
生
の
う
ち
に

成
し
遂
げ
た
い
」
な
ど
の
理
由
で
入
っ
た
部
員
も
大
勢
い

ま
す
。
こ
の
活
動
は
あ
な
た
に
と
っ
て
必
ず

大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
私
た
ち
と

一
緒
に
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
で
専
大
体
育

会
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

や

る
気
や
熱
意
の
あ
る
方
、
第
一
学
生
自
治
会

館
２
階
の
部
室
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
長
・
新
井
健
太
郎
）

野
球
・
東
都
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦

専
Ｓ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

第
１３
号
発
行

開幕ダッシュ開幕ダッシュ

特
集
「
激
闘
白
書
」

中
大
に
連
勝
、
勝
ち
点
１

惜しくも準Ｖ

水球・東日本リーグ戦

優勝決定プレーオフ

▲ 相手ボールをカットする中山祐弥（経営１）

＝撮影・斉藤葵

サ
ッ
カ
ー
・
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦

５
連
覇
へ
始
動

▲ １２回を投げ切り、完封勝利を挙げた大野

専
ス
ポ
編
集
部
員
募
集

▲ 初出場で結果を残した岡＝撮影・阿部秀祐

卓
球
・
東
京
選
手
権

体育会の魅力を伝えよう

王
、北
原
ペ
ア
準
優
勝

▲ 会場を沸かせた王

（右）と北原＝撮

影・斉藤葵
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